
ごあいさつ 
 
 本年度は、これまで取り組んできた「学官パートナーシップ」プロジェクトの最終年度に

あたります。平成 22 年度に本プロジェクトが採用されたときには海外の連携大学との関

係は薄く、どのようにプロジェクトを発展させようかと迷うところでしたが、海外を訪問

してディスカッションを重ねるうちに、廃棄物マネジメントに関するアジア太平洋都市の

日本への期待が大きいことがわかりました。 
発展途上国のアジア都市では、どこも同じように発生量増大に由来する廃棄物の問題を

抱えています。例えば、都市への人口集中のために収集能力がごみ発生量に追いつかず、

定期的な収集サービスが得られない地区が発生しているという問題があります。また、ご

み量増加により都市近郊の最終処分場が予定より早く閉鎖され、遠く離れた郊外に新たな

最終処分場を求めなければならないという問題や、都市内の交通渋滞と長距離輸送のため

にごみ輸送効率が悪くコストの増大を招くという問題があります。近年、日本などの先進

国から３Ｒのコンセプトが紹介され、国際協力機関からの予算措置もあり、多くの途上国

が新しい廃棄物マネジメントを模索しています。大事なことは、それがその国にとって最

も適した廃棄物マネジメントになっているかどうかです。日本は、わが国のごみ問題を背

景に培ってきた政策と処理技術を、途上国のニーズに合わせて適用してゆくことが必要で

しょう。 
このプロジェクトで現地の自治体職員や連携大学教員とディスカッションして得られた

ことは、彼らには循環型社会や３Ｒコンセプトについての知識と情報はあるけれど、それ

を具体的に現地に適用するための経験に基づく応用力が少ないということです。都市の廃

棄物マネジメントの選択は、事業規模が大きいため、将来に影響を与える大きな問題です。

彼らは、新しい廃棄物マネジメントの選択がこれまでのものを踏まえた上で最良の選択と

なっているかを評価してくれるパートナーを求めているのだと感じました。最近では、環

境省や経済産業省がアジア大都市を対象として企業が廃棄物処理に関するフィージビリテ

ィスタディを行うようになりましたが、われわれ大学に求められるのは、初期段階の方針

決定に役立つ材料の提供です。例えば、技術的あるいは政策的にどのような３Ｒを導入す

れば、現状からあまり変わることなく低コストの改善で済むかという知見です。日本と現

地の大学と行政が協働で、廃棄物マネジメントの問題に取り組むという学官パートナーシ

ップのコンセプトは、一緒に考え日本の知恵を引き出せるという点で、相手側にすんなり

と受け入れられたのだと思います。そして３年間、多くの連携大学と地方自治体等に学官

パートナーシップに協力をいただき、岡山市には日本の官（行政）のパートナーとして海

外でのセミナー講演や海外からの訪問者対応などに多くのご協力を頂きました。 
事業期間の３年はプロジェクトの目的からすると短く、個別研究は道半ばですが、バイ

オマス関係の開発研究が岡山大学内の研究から連携大学との共同研究に広がったこと（ベ

トナム）、海外の大学だけでなく地方自治体、廃棄物事業団体との共同研究を行っているこ

と（ベトナム、インドネシア、台湾、グアム、パラオ）、海外で自治体関係者も参加する共

同セミナーを連携大学で行ったこと（インドネシア、パラオ、ベトナム、マレーシア）な

どの中間成果が出てきております。また、日本の環境団体の家庭の知恵を海外に紹介し、

逆に海外のコミュニティ単位の活動を日本に紹介するために始めた市民イベント「集ま



れ！市民のエコライフ＆テクノロジー」を毎年開催することができました。また、毎年２

月にはプロジェクトメンバーが研究報告を行うとともに交流するために報告会を開催しま

した。 
平成 24 年度は本プロジェクトの最終年度であり、３年間の交流実績や研究活動と成果

を本報告書にまとめました。最後になりましたが、学官パートナーシッププロジェクトを

支えて頂きましたアジア・太平洋諸国の連携大学および自治体の関係者、そして岡山市の

環境局・国際局の方々、そして学内研究推進者の皆様に深く感謝申し上げます。 
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